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A1 鉱 lil／e　Phosphatase （ALP ）標識 Cone−　1闘匕管 に 分布す る杯細胞の 粘液組織化学的研

anava 員 n　A （Con　A ）とPeroxidase （PO ）　究

標識 Ric勧 us 　 cOl     i隠 ggl鳴 nin （RCA ）　　 勝山 努 ． 那須　毅

に よる複合糖質の 二 重染色法　　　　　　　　　　（信州大 。医 。二 病 ）

　　 しi−E田　荊亅耳贋

　　 （名古屋大 ・医 ・第二解剖 ）

　　：
：胄水　暁

　　（愛知県が んセ
’
f ・fi一研 ・超微形態 ）

Co 貝 A とRCA は 複合糖質の 夫 々　D − Mannose ， 被覆上皮の
一種で あ る杯細胞は 、 ヒ トの様 々

D− Glucose残基 と D−｛｝a 　lacto　se 残基 の 検 出　な臓器 にわ t っ て 分布 してい る が、形態学的

に 使用 し うる の で 夫 lt　ALP とPO で 標識した　に それ ぞれ の 臓器に 固有な杯細胞を区別す る

こ れ らの Leet頚 を便用 して．L 記 二型 の 糖残 こ とは 困難で あ る。 こ の研究 で は 、 粘液組織

基 を異 っ た 色調 に 着色 して識別する二重染色　化学的な 側面か ら N そ の 直1能性を追求 した 。

法を試みた 。 材料 として臍帯（ヒ ト，
ブタ ）とさ　材料と方法 ：外科的 に切除 され た ヒ トの胃 、

か （：・ ワ F ，
」），肋軟骨（ウサ ギ）， 胃（ラッ ト ），小腸　小腸お よ び大腸を用 い た 。 染色方法と し て は、

（ラッ ト）， 腎臓（ラッ ト）， 卵巣（
−v ウス ） などを　冊 PA＄HIぴ A躍 ミな どの ほか 、

パ ラ ドッ クス

使用 し た ，， 組織を型 の 如 く固 定 しParaffin　 染色法お よび ア ル カ リ水解 で 誘 導 きれ るPAS

切 片 として ALP 漂識 Con 　A−一一BIPT （5− B一反応 を彳了っ た 。

r
’、（　m （）

− 3．一一indolyL　 Phosphate，　 p
− Toluid一結果 ：胃の化生粘膜。小腸、大腸に分布す る

三qe 　 Salt）反応を施した後PO 標識RCA …
　杯細胞 をその 酸性度で 区別する こ とは で きな

DAB （Dlamimbenzidlr上e ）反応（Yamada ＆　い
。 しか し 、

パ ラ ドッ クス 染色法で は 、 小腸

Shiraizu，1977 ）を行 っ た。その 結果上 記組　の 杯 細胞 が 9 型反応を呈す るの に対 して 、 化

織の 複合糖質含 有諸構造 は青色 ， 褐色，青褐　生粘膜や 大腸 の 杯 細胞は 不安定な 1晒 坂 応 を

また は褐青色 の い つ れかに 着色 した 。 両反応 　旱する 。 アル カ リ水解 で誘導 されるPAS 反応

に 対する各 種 の 対照試験 （単糖阻害反応 ， 内　性 は 、 大腸 の殆 ど総て の 杯細胞、 十二 指腸お

瞬牲酵素反応な ど ）の結果， 本染色 に より複　よび化生粘膜の 杯細胞の 一啼 匹に認 め られ るが 、

合糖質の i）一一．Mann 。 se ・．IJ＞一一Glucose残基な ら　空、回腸に は全 く証明されず、検討 しt 範調

びに D一畷 alaet 。 S 戯 基が 1司一・切片上 で特異的 内で は 、 杯細胞以外 には み られ な い 。

に検出され る こ とが示 された 。 本染色法は（1） 対照 と し て 腫癌組織で 産生 され る粘液の 被 染

従来の もの とは異 っ た新 しい 型の 二重染色法　色性を観察し た とこ ろ、それぞれ の杯細胞の

で あ り， また（2）そ の 他の Lect韓 を二 種組合　被染色性に対応す る 症例 が鳧出され た 。

せ て 同様の 二 重染色法を開発 しうる 叮能性 を

示 唆する もの で あ る。

69 −一．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


